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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【年通号数】公開・登録公報2011-017
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月3日(2012.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外面と、
　前記外面の回転の中心である回転軸と、
　２つ以上のインサートを有する第１の列と、
　２つ以上のインサートを有し、前記第１の列に隣接する第２の列と、
　２つ以上のインサートを有し、前記第２の列に隣接する第３の列と、
　前記外面に形成され、かつ前記第１、第２、および第３の列にわたって延在する２つ以
上の縦列部と、
　を備え、
　前記第１、第２、および第３の列が、前記回転軸に対して全体的に垂直かつ周方向に、
前記外面に配置されており、
　前記２つ以上の縦列部が、前記回転軸の少なくとも一部分に沿って螺旋状にかつ前記回
転軸に対して平行に延在し、前記外面上において互いに離れており、
　前記２つ以上の縦列部の各々における前記第１、第２、および第３の列の前記２つ以上
のインサートが、前記回転軸に沿って１つ以上の切れ刃を形成し、前記１つ以上の切れ刃
が、前記第１の列より先の列で不均一で異なる傾斜を有するレイアウトラインを規定し、
前記レイアウトラインの各々が、他の非連続的なレイアウトラインの全てと同一の形状で
ある、
　ヘリカルフライス。
【請求項２】
　前記２つ以上の縦列部の個別の１つにそれぞれ形成される、２つ以上の半径方向に延在
するポケットであって、前記第１、第２、および第３の列における前記２つ以上のインサ
ートの個別の１つのための接続点を規定する、２つ以上の半径方向に延在するポケットと
、をさらに備える、請求項１に記載のヘリカルフライス。
【請求項３】
　前記ポケットの各々が、前記２つ以上のインサートの個別の１つが接続される支持面を
有し、前記ポケットの各々が、前記２つ以上の縦列部の個別の１つの前記隣接する列にお
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ける隣接する支持面間の円周角方向の距離によって規定される高さを有する、請求項２に
記載のヘリカルフライス。
【請求項４】
　前記第１、第２、および第３の列の前記２つ以上のインサートが、前記隣接する列の前
記インサートから前記円周角方向に不均等に離間している、請求項１に記載のヘリカルフ
ライス。
【請求項５】
　前記第１、第２、および第３の列の前記２つ以上のインサートの全てが、同じ列にある
隣接するインサートから前記円周角方向に均等に離間している、請求項１に記載のヘリカ
ルフライス。
【請求項６】
　外面と、
　前記外面の回転の中心である回転軸と、
　前記回転軸に対して垂直延在する３つ以上の列であって、前記３つの列の各々が２つ以
上の切削インサートを有する、３つ以上の列と、
　前記外面に形成される２つ以上の縦列部であって、前記２つ以上の縦列部の各々が前記
３つ以上の列にわたって延在する、２つ以上の縦列部と、
　前記２つ以上の縦列部の各々におけるレイアウトラインであって、前記２つ以上の縦列
部の１つの長さを延在し、前記２つ以上の縦列部の１つの各列における前記２つ以上の切
削インサートの個別の１つのための点を接続する、レイアウトラインと、
　を備え、
　前記２つ以上の縦列部が、前記回転軸の少なくとも一部分に沿って螺旋状にかつ前記回
転軸に対して平行に延在し、前記外面上において互いに離れており、
　前記レイアウトラインの各々が、前記第１の列より先の列で不均一で異なる傾斜を有し
、前記レイアウトラインの全てが他の２つの以上の縦列部におけるレイアウトラインと同
一の形状である、
　ヘリカルフライス。
【請求項７】
　前記２つ以上の縦列部の個別の１つにそれぞれ形成される、２つ以上の半径方向に延在
するポケットであって、前記３つ以上の列の各々における前記２つ以上の切削インサート
の個別の１つのための接続点を規定する、２つ以上の半径方向に延在するポケットと、を
さらに備える、請求項６に記載のヘリカルフライス。
【請求項８】
　前記ポケットの各々が、前記２つ以上の切削インサートの個別の１つが接続される支持
面を有し、前記ポケットの各々が、前記２つ以上の縦列部の前記隣接する列における隣接
する支持面間の円周角方向の距離によって規定される高さを有する、請求項７に記載のヘ
リカルフライス。
【請求項９】
　前記３以上の列の前記２つ以上の切削インサートの全てが、同じ列にある隣接する切削
インサートから前記円周角方向に均等に離間している、請求項６に記載のヘリカルフライ
ス。
【請求項１０】
　前記３つの列の前記２つ以上の切削インサートが、前記隣接する列の前記切削インサー
トから前記円周角方向に不均等に離間している、請求項６に記載のヘリカルフライス。
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